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近
年
、
建
築
技
術
の
向
上
と
共
に
建

設
さ
れ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
１
９
７

０
年
代
、
本
格
的
な
供
給
が
始
ま
っ
た

こ
ろ
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
自
ず
と

必
要
と
な
る
修
繕
工
事
は
異
な
っ
て
き

ま
す
。
建
築
年
代
別
に
必
要
と
な
る
建

築
、
構
造
、
設
備
に
つ
い
て
代
表
的
な

保
全
項
目
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま

す
。

１　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
年
代
の
区
分

一
期
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
誕
生
期
）

１
９
６
２
年
（
昭
和
３７
年
）
築
４５
年

　
　

区
分
所
有
法
制
定

１
９
７
１
年
（
昭
和
４６
年
）
築
３６
年

　
　

築
基
準
法
改
正

　
　
（
１
９
６
８
年
の
十
勝
沖
地
震
）

１
９
８
１
年
（
昭
和
５６
年
）
築
２６
年

　
　

新
耐
震
基
準

　
　
（
１
９
７
８
年
の
宮
城
沖
地
震
）

１
９
８
２
年
（
昭
和
５７
年
）
築
２５
年

　
　

標
準
管
理
規
約
制
定

１
９
８
３
年
（
昭
和
５８
年
）
築
２４
年

　
　

区
分
所
有
法
大
改
正

　
　
（
現
法
の
基
礎
）

二
期
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
成
長
期
）

１
９
８
５
年
（
昭
和
６０
年
）
築
２２
年

　
　

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　
（
高
層
Ｒ
Ｃ
）
の
開
発
が
本
格

１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
築
１７
年

　
　

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
築
１２
年

　
　

阪
神
淡
路
大
震
災

三
期
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
質
的
充
足
期
）

２
０
０
０
年
（
平
成
１２
年
）
築
７
年

　
　

�

基
準
法
改
正
・
住
宅
品
質
確
保

法
・
性
能
表
示

２
０
０
０
年
（
平
成
１２
年
）
築
７
年

　
　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
制
定

２
０
０
１
年
（
平
成
１３
年
）
築
６
年

　
　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
誕
生

２
０
０
２
年
（
平
成
１４
年
）
築
５
年

　
　

�

区
分
所
有
法
改
正
・
マ
ン
シ
ョ
ン

建
替
円
滑
化
法

埼
玉
県
で
旧
耐
震
基
準
の
マ
ン
シ
ョ

ン
は
棟
数
で
１
１
１
８
棟
全
体
の
２０
・

５
％
に
あ
た
り
ま
す
。（
２
０
０
５
年

末
調
査
）　

ち
な
み
に
東
京
都
で
は
９

２
５
７
棟
で
３２
・
７
％
と
な
り
ま
す
。

２　

建
築

①
鉄
か
ら
ア
ル
ミ
へ

部
位
：
鉄
骨
階
段
・
手
摺
・
パ
イ
プ

シ
ャ
フ
ト
の
扉
・
玄
関
扉
の
枠
・
消

火
栓
箱
・
機
械
駐
車
設
備
・
自
転
車

置
き
場
・
外
灯

手
摺
：
鉄
製
の
手
摺
の
足
元
は
爆
裂

を
起
こ
し
周
囲
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

落
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ア
ル
ミ
手

摺
で
も
内
部
へ
の
水
の
浸
入
や
結
露

に
よ
り
同
様
の
現
象
が
あ
る
。

②�

玄
関
ド
ア
が
鉄
か
ら
塩
ビ
鋼
板
へ
さ

ら
に
耐
震
ド
ア
へ
・
サ
ッ
シ
ュ
の

改
修

③�

屋
上
床
ス
ラ
ブ
の
内
断
熱
か
ら
外
断

熱
防
水
へ
さ
ら
に
屋
上
緑
化

内
断
熱
：
発
泡
ス
チ
レ
ン
ボ
ー
ド
打

ち
込
み
・
発
泡
ウ
レ
タ
ン
吹
き
つ
け

第
３１
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

実
践
セ
ミ
ナ
ー
報
告

開
催
日
時
：
平
成
１９
年
１１
月
１８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
場　

１３
：
１０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
演　

１３
：
３０
～
１６
：
００

開
催
場
所
：
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
大
集
会
室

実
践
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
１

『
建
築
年
代
別
の
マ
ン
シ
ョ
ン
保
全
に
つ
い
て
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
理
事　

一
級
建
築
士

鳥
海 

順
一　

氏

築３０年を超えるマンションはどのくらいあるか。
行政区別築３０年超マンション戸数上位１００都市（東京カンテイ調べ）

埼玉県のみ抜粋

順位 都市
棟数 世帯数

棟数 シェア％ ストック数 世帯 シェア％ ストック数
２８ さいたま市 １８６ １１.０ １,６８４ ４,５１６ ５.８ ７７,３9４
４１ 川口市 ４２ ５.５ ７６８ ２,４１9 ６.０ ４０,６１３
５０ 草加市 ６６ ２２.０ ３００ ２,１８３ １３.６ １６,０７６
５６ 所沢市 ５４ １２.８ ４２２ １,７７０ ８.9 １9,８２５
７０ 新座市 ４６ ２０.２ ２２８ １,２０１ １１.８ １０,１４9
７５ 和光市 ３４ ２３.６ １４４ １,０１０ １１.５ ８,８０６
８０ 上尾市 １２７ ５５.０ ２３１ 9１７ １４.６ ６,２9２
８３ 川越市 ２８ ７.０ ４００ ８７８ ５.１ １７,１０４
８８ 狭山市 ３２ １０.０ ３２０ ７9０ ８.２ 9,６５８
9２ 入間市 ２２ ８.６ ２５５ ７２２ ６.７ １０,７１9
１００ 八潮市 １７ ３５.４ ４８ ６２２ ２２.9 ２,７１３
シェアの平均 ６５４ １３.６ ４,８００ １７,０２８ ７.８ ２１9,３４9

（注）２００４年 ６ 月時点
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防
水
全
面
改
修
工
事
時
に
は
外
断
熱

防
水
に
改
修
す
る
。

④�

外
壁
の
仕
上
げ
が
塗
装
か
ら
タ
イ
ル

へ
さ
ら
に
外
断
熱
へ

大
規
模
修
繕
時
の
補
修　

ひ
び
割
れ

浮
き
（
写
真
：
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
注

入
）

外
壁
の
外
断
熱
工
法

⑤�

廊
下
・
ベ
ラ
ン
ダ
の
床
仕
上
げ
が
モ

ル
タ
ル
う
す
塗
り
か
ら
ウ
レ
タ
ン

防
水
へ
さ
ら
に
塩
ビ
シ
ー
ト
張
り

へ
⑥�

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
入
り
口
ド
ア
の
オ
ー

ト
ド
ア
と
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
化

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
各
戸
に
配
管
が

な
い
場
合
で
も
電
話
回
線
を
利
用
し

て
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
化
が
可
能
で
あ

る
。

３　

設
備

①
給
水
管
の
材
料
の
変
遷

配
管　

初
期
（
一
期
）

　
　
　
　

水
道
用
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管

　
　

１
９
７
０
年
代
か
ら
（
二
期
）

　
　
　
　

塩
ビ
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管

　
　
　
　

近
年　

ス
テ
ン
レ
ス
管

　
　
　
　

ポ
リ
ブ
デ
ン
管
等

継
ぎ
手　

１
９
８
５
年
代
後
半
か
ら

　
　
　
　

�

管
端
コ
ア
（
実
際
に
は
仕

様
に
あ
っ
て
も
挿
入
忘
れ

や
使
用
さ
れ
て
い
な
い

場
合
が
あ
る
）

　
　

１
９
９
５
年
こ
ろ
か
ら�

　
　
　
　

管
端
防
食
継
ぎ
手

そ
の
他　

サ
ヤ
管
ヘ
ッ
ダ
ー
方
式

②�

給
水
管
の
更
新
と
更
生
工
事
・
延
命

工
法

�　

水
道
用
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管
と
塩
ビ

ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
（
管
端
防
食
継
ぎ

手
不
使
用
）
が
使
用
さ
れ
た
給
水
管

は
１５
年
か
ら
２０
年
の
間
に
更
新
・
更

生
延
命
工
事
を
行
う
（
写
真
：
錆
こ

ぶ
）。
隠
蔽
さ
れ
て
い
な
い
共
用
部

配
管
は
な
る
べ
く
更
新
す
る
。
共
用

部
は
ス
テ
ン
レ
ス
管
に
更
新
す
る
の

が
望
ま
し
い
。
専
有
部
の
更
新
は
露

出
方
式
や
ポ
リ
ブ
デ
ン
管
に
変
更
す

る
。

�　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
継
ぎ
手

が
多
く
錆
が
発
生
し
や
す
い
の
で
更

新
す
る
。

�　

更
生
工
事
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
ラ
イ

ニ
ン
グ
工
法
が
あ
る
。
既
存
の
管
の

内
面
を
研
磨
し
錆
を
落
と
し
た
後
、

内
部
を
樹
脂
で
塗
装
す
る
。
錆
の
進

行
が
進
ん
で
い
る
場
合
は
研
磨
す
る

こ
と
に
よ
り
穴
が
開
く
こ
と
が
あ

る
。
延
命
工
事
は
電
気
防
食
工
法
・

薬
剤
注
入
工
法
・
磁
気
・
セ
ラ
ミ
ッ

ク
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

③
給
水
方
式
の
種
類
と
変
遷

　
　
ａ
、
水
道
直
結
方
式

　
　

ｂ
、
高
置
水
槽
方
式

　
　
ｃ
、
圧
力
タ
ン
ク
方
式

　
　

ｄ
、
増
圧
給
水
方
式

�　

昭
和
５０
年
以
降
は
６
面
点
検
が
義

務
付
け
ら
れ
、
地
中
埋
設
型
の
受
水

槽
は
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
地
下
ピ

ッ
ト
を
利
用
し
た
受
水
槽
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
ひ
び
割
れ
を
お
こ
す
と
隣

接
の
ピ
ッ
ト
（
湧
水
槽
や
汚
水
層
）

や
上
部
ス
ラ
ブ
か
ら
汚
染
さ
れ
た
水

が
浸
み
込
む
こ
と
が
あ
る
。
新
設
の

受
水
槽
を
設
置
す
る
場
所
が
な
い
場

合
は
直
結
増
圧
給
水
方
式
と
す
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
有
効
と
な
る
。

４　

構
造

１
９
８
１
年
以
前
の
建
物
は
基
本
的

に
耐
震
診
断
が
必
要
。

特
に
１
９
７
１
年
以
前
の
建
物
は
阪

神
淡
路
大
震
災
で
柱
の
崩

壊
な
ど
の
大
き
な
被
害
を

被
っ
て
い
る
。（
柱
帯
筋

の
間
隔
が
３０
セ
ン
チ
ほ
ど

で
あ
っ
た
た
め
）

①
耐
震
診
断
の
決
定
要
素

　

・�

建
設
の
時
期
・
耐
震

基
準

　

・
構
造
計
算
書
の
有
無

　

・�

建
物
の
形
状
（
ピ
ロ

テ
ィ
・
複
雑
な
平

面
・
立
面
）

　

・�

建
物
の
工
法
（
Ｐ
Ｃ

工
法
・
壁
式
・
超

高
層
）

　

・
診
断
の
費
用

　

・
補
強
工
事
の
可
能
性

　

予
備
診
断
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

②
非
構
造
壁
の
被
害

　

�

非
構
造
壁
（
ベ
ラ
ン
ダ
・
廊
下
の
サ

ッ
シ
ュ
脇
の
壁
）
と
柱
と
の
間
に

ス
リ
ッ
ト

　

�

非
構
造
壁
の
Ｘ
型
の
ひ
び
割
れ
（
耐

震
ド
ア
）

③
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
性

　

高
層
Ｒ
Ｃ
と
は

　

初
期
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

　

長
周
期
地
震
動
に
対
す
る
備
え

　

免
震
構
造
・
制
震
構
造

④
偽
装
・
施
工
ミ
ス
・
手
抜
き
工
事


